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【設問】以下の文章を読み、指示された内容の論述を行いなさい。 

 

ケース：米生産者 

岡山県北部でブランド米（コシヒカリ）と飼料米を生産する A農業法人に勤める「あなた」は、社長から、自社生

産の米を、今年の秋から海外に輸出する計画を立てるよう指示されました。A農業法人は中小規模の法人であり、社員

数は主に生産を担当する社長と、国内営業担当 1人と、これから海外営業を担当する「あなた」を含めて計 15人で

す。繁忙期にはアルバイトを雇い、また、生産の一部を近隣の 5名の個人農家に委託しています。「あなた」が計画を

作るにあたり、「①どの海外市場に進出するのか」、次に、「②どのような産品を輸出するのか」、そして、「③国内への

出荷量と海外への出荷量について、どちらを多くするのか」、について説明してください。必ず、「あなた」が決断に至

った根拠について説明してください。なお、A社のこれまでの戦略や日本の米輸出の現状などは以下の通りです。 

 

①  A社は、作年の国内での米価高騰を受け、コシヒカリの作付面積を増やし、その生産量を昨年より増やす計画で

ある。一方、飼料米の生産量は昨年より減らす計画である。 

②  A社は、自ら海外進出を計画した経験は無いが、長年取り引きをしている卸売業者が中国への輸出を 2年前から

始めた。 

③  日本の 2024年の米（※米粉など関連産品を含む）の輸出量は約 4万 6,000トンで、2020年の倍以上となった。

日本政府による米の輸出目標額（2025年）は地域別にみると、香港が 36億円、アメリカが 30億円、中国が 19億

円、シンガポールが 16億円、台湾が 9億円となっている。 

④  世界で米は複数種生産されているが、日本で栽培されている「温帯ジャポニカ種」は朝鮮半島や中国北部でも栽

培されている。 

⑤  世界の米輸出量のうち、世界一の輸出国であるインドからの輸出は約 4割（約 2,000万トン）を占めている。イ

ンドの輸出先は 170か国以上に及び、隣国のバングラデシュやネパール、さらには、中近東諸国や西アフリカ諸国

などにも輸出している。 

⑥  国内での米価高騰を受け、カリフォルニア米が岡山県内のスーパーマーケットでも並び始めた。 

 

【解答】 
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